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愛媛県よ浮穴地方の地寧べ響調査
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　愛媛県上浮穴地方は，旺1本でも代表的な地すべり頻発

地域の三つである．地すべ！）は，三波川変成岩地帯紅発

生しているものと秩父古生贋地帯に発生しているもφ撫

があ撃，前潔にもつとも多く，難％内外が分布する。菰

れらはいわゆる破砕帯地すべ！）と呼ばれているも（乳）であ

る．なお僅かであるが，中新統地域紅は第三紀層地すべ

りも分布する．

　空中写頁を利用）て，地すべむ分布を難万分の烹地形

図上に表現することができ愚（第窯図）。滑動方向と地

層との関係により，地すべり地帯は帯状窪た1ま盆地状を

呈し季風化優食の自然輪廻における異状地一一→世すべり

翼象として表われることによつて特徴づけられている，

したがつて，地質がもとになつて地形に表わ薄堂．る特微を

利用し，写真地質学的方法によつて地域的の麟然災欝¢）

基礎を知るこ煮ができる。なお，このよう轍して地すべ

尊分布を知聯ことは，破砕構遣の発達地帯轄おける災害

発生の基礎が端的に嚢現され，岡土保金・開発などの資

料として有効なも鍔）と考察きれ著）．

　規地調査により，地すべりと地質との関係を把握し，

また形態・運動など藍ついてその特徴を漸次理解㍍た，，

御荷鉾構造線の北側瓢分布し、，三波川変成器類を母岩と

する地すべり群を総括して御荷鉾地すべり帯と呼ぶこ撫

慰した．こ鼠の地すべむは黒色千枚岩あ恐いは緑魚千枚

　串地質諜
　琳；濾鱗部

轡などの絹雲母を主成分鉱物、』す鵜岩層の上に発達して

い蕎．また，上浮穴地方でもつ。！二も地すべりが発達して

い鷺〉破砕帯を沢渡一一立石矯すべり帯と呼んだ．これは長

さ（東麟）3躰鵜余，幅は2k灘内外であ雛，御荷鉾地す

べり帯のなかの主要な地すべり帯賦）蛋つであ嶺．御荷鉾

構遜線と仏像構遣線と調）賜に分布し，秩父粛生麟を母岩

おする地すべり群を総括して仏像地すべ絵帯と呼ぶ鉱と

㌶した．こ撮の地すべ箏は黒色粘板岩ときに千枚岩化し

た燐麟の上靴発達レてい養．

装．　灘えが蓉

　地すべ静研究の一環，とくにいわゆる破砕帯地すべり

の研究として，愛媛県上浮穴態方を調査L、た。この地方

では，多数の地すベウが発生しており，三波州変成燐地

帯，秩父古生層地帯および新第三紀麟地帯に分布し，か

つ規模の大きい地すべり地があるこ煮などによつて選ば

れた塘域である．調査続際しては，愛媛県土木部砂防謀

および久万地方建設辮務所の関係各位よむ便宜を環ぎ，

なお地すべり地の地形測量図などの資料を頂いたことを

乙駄に深謝する．

灘．簸質概説

　いわゆ為破砕帯地すべ弩を無騰きに濾，三波娼帯および

秩父帯におけ難岩質・構鷺・変成魔獄どを充分に理解レ

なければならない、、要す芸）に，破砕帯惣すべ！鷹いえど

も，その岩質がもつとも二大ぎな役割をなレてお雛，特嵐

隻一一（鰯）



地質監多鱒 賜報　（糖鱒巻　講　3　号）

プルミナ紅富んだ岩／l動母岩と欺つでいノニとで　恐．

鉱（ノ環穿）塞麟　　柔り著L／1．・破欝好乍／11を受けレぐいる，．な

おき変戯3愚程では主一▽“ぐ霧，謄、碍化さ津！．，ごれ＞う彗、ヨ漣、、鰐

粒彗福こ分薫．蒐れ易いような藩犠　　葬い。

　三波損変成岩類、激，関東縫．醜と溝部韓本・｝串央構造線

裟沿つて帯状！こ麟1懸舶二分布し撃・各種の結熱片岩轍千枚燐

などの華1簾1からなぞ）⇔胤の二地帯を三波／l繕墾　た1・，虹　翻檎」；

と韓掌んでレ・恐。匹藤熱索甑ブンでは徳、鶴…i鋤謡苓銑鐵麟1に；翻けて

串携赫薄造線諺）璽欄，瓢帯諸紹黒分耀し磐幾さ約蕊○慧m季幅，ま

広い祈で約総k搬の分布を占凝燦　　ごれ、らの変成岩は，

　　｝チヤ～トを伴なう犠か輝緑／舞荻岩魯着次岩を介在す

る，頁岩および砂岩は不規則に護二層し，その量姥韓所紅

　　　籔しく変化蘭≧、）、，地ヂベ参の母岩となる頁轡は一

般1㎜茨ナ、1、、色、雛　し，黒色糖板尉状満るいは変成されて千

枚蛙1化L．ている．

灘．　鱗鰯驚難労瓢おけ懸麟灘すべ馨毒難3驚

　獲睡瞬央部をほ欝東麟紅横切る四1蕎山地轡阿讃山地に

桑、大小多叢動の1地すべ彗多艶治慧致確窯し，1徳、賠郵愛嬢薯および1藷

熱華ヲ饗等猶ミ讐ぽ麟ぎず・弍り勇豊1穎発し、ている、，とくに摯奮／i戴轡集一
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i

避・の原婆、一捻古生懸であノ1）うことは一一般に認き～桑鉱て1の

孫、，、

　すな窒1，莚1生代の地i輸醐繍び｛鑓1耗ノ秩父古擬層が，

古生代末～瞬寵、代初麟の地懲雛蔓灘緊1二・姪なう造1鳥の際1こ，

強い勤力．姪成作用をうけて変成された．も　）撫　ぎれてい

る轟藁波川帯億多く紛断／、野ポ観iiによ嚇凝雛！颪地誕欝造

をもち，その嬬響の変成嚢の獲糞驚》範、、さ霧㎜縁ミで　　、そ

の原螺は泥灘｝・砂雲疑岩が主で，各種　藩茨省類　挟在

r
，

石凝岩・チヤー一一トなどを伴なつてい為．

　謬，ぐ帯は，主として秩父露生麟力減疑〉地欝轄びあ翫，

1麟濁では当三波鎖変成岩類の衛倶ii・御荷麟穣垂懸麟鎚疑一’

して帯状麺分布する。その幅獄嚢～謙駄凱を轟1める．　ま

た婁匹1万十懸群と嫁一般／瓢仏織構遷麟、、ごもつて縫し瓢い

ξ・、秩父古生爆は主、を沈　　頁尉おき、び抄轡｝綿　二　多

ζ二騰、爾£ど二襲オれると，いたる翫紅被害が発生しでい

る。蔦れらの地すべり分布は器質鱒構燈・地形などと密

接に結びついている。風化分解されて絹雲母質粘土を生

成す難ような岩麟が夢く，また多くの断懸線や地裂が存

孫三し婁　欝し、い欝鍵i・衝．1馨簿き嚢が発嚢難しているゾ難めである。

地すべりは，三波蒲変成岩帯江もつとも多く，次いで秩

父古生罐，帯轍多い。その1激か，　ヒ部白璽系の和泉麟・土

鉱麟および四万十／華響群な．どの分布地域にも治蔦なりみられ

篭、しかし，前麟雛こ比較するとその数および著し　も

の轍少ない。蓑た，中新統の分布地域靴は第．三紀鱒地す

べりを僅かながら散在／蒙）．地ザベリの分布・性質・燐

質な、どその特徴から努四i難地すべり群の大部分捻二，窪ず

次のように纐葦荷鉾葉癒　べ！）帯と仏橡凝鉱すヤ鵡り帯乾怠大別

され導。さ詳に細分類してゆくことは今後の課題であ

》賊鰯）



第叢表

愛媛蜷上澤穴地方の地すべり調三嚢、．（蜜藤試・黒暮磯縛躯濁遺交）

四1 凝）地すべ1）状況

　　　　　（職馳輪年建溝、翁、蝿べ）

期
、

i
．
壁

数濃鑓、艶、騨，家隣、騨

愛媛・i

・轄　　　 i
岡　難1
辮／鐸i

欝　i

麗○

溢7

　岱○　』

　墨
鳥灘！

磁聯i蜘弼捻，織
　亙離轡i壽，榊…違，欝

　謝嫁　耀i翌，灘
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難を異瓢払，箕灘漁すべ垂）地の灘麟，聯は

灘鍾猫麟を表わしナ鴇ようなも磯記愚われる。

る。

御荷鉾地すべ・）帯

御荷鉾破砕帯は，爾酬ヨ本慶縦断して延長暮○蓼k騰余

紅及ぶと考えられてお勢，1燕！園では八幡浜付近から大洲

町を通つ℃小驚川に沿い，遜河川を横切り，1蒙総源）iヒ

部をほ黛誉野川に沿い鉾徳難県では祖谷規の、1二擁を通つ

て嶽光斑・穴吹川の上流を横切り，さらに鮎食蟻の線に

現われて小松島で紀伊水道に没する。御荷鉾破砕、糞地す

べりという欝葉は小出博そび）他搭よつてかなり古くから

一般に使われてきたものである。鷺波川変成愚瀞では，

異状に剥離挫あるいは細片状轍とんだ黒色片岩・．羅色千

枚嚢・緑臨藁枚岩を主帯撫した結熱片岩が続レ、でい⇔こ

撫があり，これらは衝上性糞断運動によつて署しく破粋

された地帯であり，熱くに著毛ノい地すべり分布蝉帯診構

成嘉ている、Lノ灘し，三波川帯軽おける地すべ編窪，厚

い締状砂岩の分布地帯を1除いては，普辺的に広く分布す

く．したがって，慧波川帯と秩父帯を区分する御荷鉾構

懸線の北側に分布し．，叢波川変成岩類を母轡としている

地すく物群を総括毛〆て御荷鉾地津べ1）帯と呼ぶことにし

た簿

憲として多著しく絹雲驚轍とんだ黒色片岩などの地層

の訟に発達している地すべりであり，編雲驚に撫んだ岩

麟は粉砕されてぼるぼろの爆層となつている、、甕た，こ

のような地麟轍あ≧1）深度で化学的ないし生物化学的に分

解騰食憲れ，その著しい部分は絹雲母を主体とUた由色

ないし購荻黒色の地すべり粘土に移化しω、いる。　、れち

の粘土質の部分は，多くは遊離した絹雲母と粉砕された

小岩片の集合体とな一ているが，碧しい場禽には慧とん

ど遊離し、た編雲母のみからなつてい罫，，

仏像地すべ参帯

御纏鉾構遣線と仏像構造線との間続分布し，主として

秩父古盤層を母岩とする地すべり群を仏像地すべ1）帯と

呼ぶことにした．黒色粘板潜・砂岩・チヤー…ト・輝緑凝

　　　　　　　　蕪、総粘板岩震、、主体として発

達している地すべりであ恐，，灘雛轡縦岩は千枚岩質に欺

つてい誉　．とがある．黒臨粘縦岩類は粉砕されてぼろぽ

の繍樵なつていることが多く，また鉱の歎うな部分

嫁化響、轡ないし生物イヒ学的に分解腐食さ豪もてr淳暑生をもつ

た粘土質．紅なつている乙とがある。一般に地すべり地

は，粘板岩原の粘土質および細嶽片と砂燐遍チヤート・

輝緑凝荻鰻などの大きな岩礫からなつている、

愚．愛媛濃灘蝋すべ羅概溌

県下の地すべり地1ま費愛媛県土木部砂防課の調べによ

護漉参現在瓢学カ所である、これはう地すべりぎ）説録・

女懲などを考慮に入れた数覇）ようであ靱県下におけ讐）

地すべり地（1多、数はこれよ⇔選かに多い，，しかし，この

第2表 愛媛県の地すべり分布（地域劉）
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第S蓑　　愛媛県の地すべり分布（轡質劉）

地すべ撃発生
籔選の地載…

　　　l　　　　l
陣轍…駕i傭　考

蹴波煽変1葦嬬類地蛾

秩父古生羅，地域

瞬鐸隆戴屡地滅

その魏

☆鋼瞬冤
4iお翻鱗灘すべ鯵
2…黛．蛤

i驚　1憩O　l　　…
内のおもな地す〆　　慰鷲導勲轡について，これを；晒域甥

紅ア3ける撫第驚表，燐、鱈別紅分けΨ覇鱗3蓑のようであ

　地域的には，上浮穴地区（上浮穴郡美川村・柳谷村

洲一小1塁導町地帯）・麟宇和地凱（溺掌和郡保内町～盤｝方町

地帯）および藁獅麟粥地区（宇矯郡新宮村地締）㌶臨つ

とも多、発生L、てい蕎，，岩質離紅は，三波川変成轡地帯

3一（灘7）



地質調鷺漸端　暑　（霧鰹巻　 欝　呂　響）

にその驚％が発生し，次いで秩父「霞生麟地帯に認　　？驚

発生Lている．

つて可能であろう．籠れ　　濁土保全あるい㌔’，業開発など

の縫霧鍵資潜｝、撫し／て禽効なもぴと考・i察さ勲、る．

　諄識　域内欝地鐙蝋すべ謬緯つい噴
轟．　血離穴纏労の瀧寧べ蓼

　謬．蓋雛すべ響灘分噴靴墜の特徴

　現地の概査煮墨万分の蓋塞中写翼鎚美つて，地すべり

¢）分矯ぎを馨万分轟嵐1地ヲ疹隠1に』爽わしたもの載妻第二烈覇マ

る。地すべり・地すぺ融性崩1難、は，風化侵食ぴ）肖然輪廻

1こお！鷺異状現象といぐ表われたもので、り，鉱おを写

真地質学的紅みいだ仲3慌とカぴきる．1二の上浮穴地区で

は，溢波燭変成端地帯に発生してい髪ふパ、の遺藝○　■内外，

秩父古委き麟地帯紅発生しでいる｛、の戴欝露内外，歎第

三紀、麟意癬潜に発駐している蚤シの隷§駕内外であぞる。

　麹紗くり現象は，異状な風化侵食と乏．　かな！）古い時

代から∫欝なわれ、ていゾ難ものと鷹緯二）才しるが章濁雀み1、tる

地すべ纏麟／lかなり近世のも自）の計）である。翻ノ鷲）地

すべりについでは肇それぞ骨）特有の発『1祷・ら消滅の過程

萎　写、ザニ）ているようである。少纏一ず！く！）の初麹／（憲ノ1ゴ汰発生

期）～申期（窪たは滑動蝉／・最盛期）～後期（または終宋

期〉一渚滅期（一般駒な風化侵食8）状熊）び）過灘二おい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ
て，個々の態すべり地が現在どのような無蜘・　罫シ・執

一つの重要な問題であ蓬，胤の強1べり分布図では，地

すべり跡でないかと思われる、疑弁、誌のでも，充分に地

形的特徴瓢表わ才していないものは除いてい萎，，したがつ

て，こ覗）分布鐵は，地すべり滑動地あ為いは地すべり溺

勤の危険があるものとみなしてよいよう　難る．

　撒の地すべり分布図をみると，笠取痢（鳥弱雛ご瞬縄辺

には蝿三すべり偉憲がクき・布しL鐙・．煮れ捻三波川粥　筏騨競籍

が，輝緑嶽・題．織岩・蛇紋岩など雛基・疑曳賦〉深成嶽～半深

成岩塊からなつているノこめである、、小鐵1舞の立謬ヨ肇也すべ

りから小溝川に沿い摯クボノ烈三すべ！）纏辮の川士痕高ずべり

などを通つて，中黒岩・沢渡地すべ1）にま譲り，さらにそ

の東ブぎに‡友け　雀糠ぎ響嫁もつと　，徴懲しくりが浅薦発しう1大1き

い地すべり地が分布する、、これを沢渡一一…£石地すべり

帯と呼ぶ轍とにした．こ濯、億榔荷錘地すべり讐群　代表的

なものであ悉．柳谷村地内の茜び）谷地／→べ／3および声むの

爆辺のも錠）はイム像地すべ多）帯範属審→る代表醜な、もので

ある。

　破欝帯地すべ参‘）調査影F発で業慰域鱒紅空申写享1を利用

する1誌は，濾すべ縫）分布なら腕繍弧よその棄馳模・

性質など，灘る紅霧効である、これによつて，櫨すべ静

の地域醜実体を鶉万分の嵐地形隊iに表現することもでき

る』の地すべ！）分布露iは愛媛県、ヒ浮穴郡地方．）纏であ

るが，四蟹全域にわたる5万分の1の地すべり表現もll壁

申f享真の傘／丹1と地すの幾りの豊趨域飾特1徴勘鷲二）かむ概査によ

灘

麟　　1

，灘　灘

灘柔横㌦く　　麹・蹄　（酬1　ダζ籍

　とんと1蒸l　Iとさオも《茎、・凝

べ！フ（1麟約嬢艦撤）撃丁

熱獄〉　覇》一鐘鮎

一嫌織
沿　難iぎi…！

弓黙お

“寒1謹．！需よび蟻地と録夢轍

，鉛輿んで．残繍象言費度．馳づ日

瀞鐸、，擬鑓三慣柵ノくり　（難積牽勺3（）

欝書

輪　　碧　　　　　縷する、臨すべ鰻甕（ 購穴購謝懸寸醗織嶺1窺すべ

　　　　　り、

　　　　　地すべむ縮1瞬　　トま饗難達し，鞍都を構繊してい
　　　　る。溝糞毒ブ済麹と癒！建竃ミ糠籍轍雛畜韓、睡）．鎗韓が轍鍵一高敷し瓢一い

　　　　るも《傷、臨すべ！？鍮ml二部勇鍵．1二膿は藏および難纏き欝翻艶成

　　　　　し受いる07ド擦導よ懸．1誼33鷺嚢騒でたぴ甑』ぴ至慰nぎじて㌔、るく、

爆一一（総欝）
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蜷薮調 所難報　〈第熱巻　鎮聾馨〉
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　　　　、　　　、

　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　韓、み
　　　　　　　　／撚、　、　ダ
　　　　　　　　ダ
　　　　　ー騨
　　　　　屡　！・＼
　　　・〆　誓、1魚㌧、ノ
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☆鳶』
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鷲叙
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第　3　鐵　　駅　濃　題L　雪“　ぺ　 む

　（麟　択渡および申黒岩地すべり（欝雛1村大字潔渡・中

羅奥鋸乳臨内）

　御荷鉾地すべり1整範）もつと葵、代表的なもめのiつ異登あ

騰．沢渡地すべり砂主とも．て動く地すべり瀬積，ま約・継職

であ！）塁纏．轄轡地すべりは約3紘幾であ鄭、両潜麟、轍，

耕地が翰駕，林地罫憩霧内外，その他（際地・鷲地な

ど〉が慧○駕内外を占錘ごいる。また地すべり地内には

住宅鴬芦（潔渡熱，申黒岩鈴）があり，その他の建築

物もか獄り散在すv　両藩は懸沸ぎ川を挟んで東側と西鯛

轍分布し．，黒蝕、千枚岩を主体とした策醒麟綜二発達す1

一・連の破砕構遣の上紅ある．ほ聯糞向方向に滑勤し一一

き響’）て緩慢砿轄ゼド灌1勤である一一・過蓼鞭こお／づ‘る滑童む・

崩れによつで発違した地薄べり地形簿東醤の畏さ3k撒

余瓢及んでいる規模の大きいイ）のである，、

　鱒　仕鐵地すべり（饗洲村大宰仕ま蓋摂掌仕出）

　かなり大きい地すべ鰍地である、，このうち約捻1獄内

外の部分が驚立つてぴ弘たAび動き出している．もぜとも

薯しい部分では約鈴年閥に垂萢距離で約欝鞘沈下レて

嚇一鱗ω



愛媛県上浮穴地方の地すべ夢調査（．漸藤試・、聡嶺綿噌吋／　文）

いるのが認められた鎗約蕪○駕が耕翼撫とな），《憲宅驚（）戸

を含んでい鵜．県では本抜工法などに，よ恐対策に藤準し

てレ、る、筆

　㈹　大谷地すべ摯（美瑠村大字欝野浦字大谷壌内）

　耀．す♂く静面1織約王尋．麟撫であり，麟噛磁はその肇㌣曝○駕を

占め，住宅慧戸蛍含んでいる。全体酌畿は醒東方陣1黒

少しずつ滑つズいる薄叢》水繊化されてい婆，癒すべり先端

から中央にかけての部分がとくに欝立つて沈下してい

る“

　㈲　瞬の州地すべり（久方町大字麟の川地内）

　面』積終」鐙を獄が最課癒とくに藷舞糞雌し》ぐい馨．、声をの滑露樋鵡

況は破砕聯懲すべむと／醐』では珍らしいほどはげしいもの

であるぎ鵜の地帯はほとんど林地漆ひなり宅地は震蜜こい

が，沈下滑勤によつて勝々藍小1癒小霞、ま生じて薦凸化

し〆，また多数の小亀裂を生じてい㌦，全般的紅は北にi懲

かつて滑勧しており，地形に郊藩れ碧1ぎ動方鰍ま地羅

1難考1凝　s 嬉美雪㌦喋箏器暮　（置1爵彦唆髪萎気灘iダ灘¢〉鎖真霧壌㌧く藝＞

　分離し丸繕震綴窒意攣と勲騰m，獄いし数礁灘燃小鮫誉

珪か葛ンなる驚すべ鱗鷺瓜難御御舞地すべ！》帯に瀬け麟き態

ある深ぶ融内藩かiもゴ茎撃し。い鍮壌岬ぺ雛灘！麟に、乱つて地菱瓢押

王、／i垂。1零爵纂剛摯繰艦．♂鴫いるo轍オ集か穆し卓幕鯵蹴燕水轍羅．1鐸

¢〉雑捧盤を奮んで撃難離重滋㌢鳳義濁ミゆ浬ごい蔦、、

および破砕帯の発達す袴東藤方甦1慕二璃醸角て3あ喬、、

地すべり地の下部で鉱れを横断する林道　は，幅数欝融

1こわたつで署し，い地壌嚇べり粘土漆押し蕪濫れて滑勲して

いる熊この地すべり粘土は分離し／た絹雲曇粥1子と数撫鯖

ないし1数鳶騰の小破拶弄岩片の集禽体であ！），著もい麟零分

ではほとんど絹雲母のみであ　．翼状では禽水状惣馨頓あ

鵬藪婆 簸すべ！）欝、業劇，難

鴨
　幾達窪3雲多．影叢　（「

滋ドも勲胤薩霞撚』ジー

郭融ド・溝細1しノ癖難1蒸

ゆ曽撫懸籍1べ○玉霧蔀

灘灘
　ド　淫

鞭難

（　llし管撃ヂ鷺 1潜軽1・戦熱すべ

1鞠1、タ　、，熱が鵡寧津べ鯵弧，奥つて湧勲

写　『灘激つげかえた：照道でその霧ぎ方は

〉霧響撃な細．懸路の、．1・∬ノ灘激轄状紅発蟻案

り，こ』れからしぼ参出郊水　　、1鐵／超）細粒葱謹婁んで乳白

1ぐ混マ塒し、ている）沃況瓢（鄭ぐ〉た、、纏襟肇ごれ1の業滋噴嶋べ鯵

粘土は単に上方か1）滑勤し、βぐ熱たもので捻なく，むし、翠

ある舜～謬の内畢耳1峯から地すべ！）運勤に．激嚇て地表靴押ulll

麟．て蓉たものて．　ぞ）、破孫制甕すべ獣擁・慮すべり運勤

をよく示墜獣、．でいる

　麟　禽戦地すベヒ／（洲村大字i三響環／、罫禽戦地内）

　擁髭すべ蓼面駈　」鍵敷ぎ駕　。耕螺露はその2慕駕内掛ξ・，住鰭1

7戸を醗む地すべり地で　　1ぢ、この擁卸動べり地の下陥部

（面濁州癩揮）に／蜘1公霞　臓欝灘1を連絡すぞ瞬・道鐙・壕線

癒通暮，ている．賦近では，　麟暮蕊鐙号線がこご著》耀ぎすべ雛

窪也において嚢細爆膿籔究貯下し夢鶴韓都蔦蕪鱗内タ矯鞍プぎ瓢響難毒

した。、麟霧蒸の中薙、翫雑紅嘩㍗く13でもil灘達窪ss爆誰蒙が2蹴下㍊

ズいゐ、，この鱒獅．鞭では蟻とんど4曝烹爽の、よう範瀬ゴド薄峯分の

土盛り・擁懸、、、㌶誉こよつて叢路の補奮葺を行なヴぐい鷹》。

　⑥ズ．石鳩すべり（小1三麟丁大縁立石鋤秘

　小ll熱町では一大昨／卦多数の藁也ずべ13｝腿1発億して1い鶴．とく

，こ玉熟考三三讃趣雌㌦くll｝幅婆蓼／、　陸き臨の纏鯵ii灘著叢フ濤暮魏護亀であり養

麟地約欝駕婁蘇嚇一驚：懇戸遜欝んで1．・・るp最ま礁では膏欝分的

，こ羅立癌、yて鱗むしてお1食，二1也識べり地内の擁－林治舞／動し

て複・恐の職どン麟．奪　’　し総。地すべり防止指襟区／鰻焉な

3対階策．l！葬が窄澹な鐘　㌻てい釜）阜

マ《灘／



地質調義1斬門報　く第工4巻　第8号〉

蟻

＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　、・＼＼、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　．　　　・、＼、、＼

、，△△1』1』』r』湿身◇コム
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　鋤　茜の谷地すべり（柳谷村大掌申溝豊字騰ぴ）谷）

　秩父帯地すべりの代表約な蔓、罷）である，、地すべり繭積

は約齢1撫であり，耕地はその90駕を占め，住宅叡戸

を含んでい都．黒蕊粘板燈軽砂岩・チヤートの澄1層から

なる地帯で聾黒色粘板紫｝捻嘩齪枚蛙幸質で破砕懸れている一

地すべり地帯の下部幸まかな塾厚い崩壊性の畿ごヒに覆われ

てお鵜階段状の耕地（下部は水田，上部は蝦地）とな

つてい蔦、、麟地は石麺紅、よつて細分化され，その石垣は

地すべり地内の転礫でつくられ，入頭大のチヤート・砂

；岩・お、美び少蝿麟i）禦鋳婆岩から毒期二γξい礁。業亀すバ聴昂旭帯の

上部では硬質岩濤紛部分をかなり露鶏している．また崩

れ、賜藩こはかな珍腐食した黒色楽韻蹴岩を1灘出し．でいる、含

礫衰土麟一一一破砕され㎞ごいる黒臨粘板轡麟を主体とした

嫉1れ拠よつて生じたもの一一…こ濯・がさらに隊乱化分解され

る過程鱒地すべりとして滑動している性質のものでその

勤懸は微弱である。しかし，懸道蕊号線は地すべ！）地

下部で乙れを横断し〆，齢○一磐倉○搬が地すべら／にか鼠つて『

ミ、・る。巌近蟹道毒斯々でζかしずつ沈下滑動してレ・る．

　㈹　相の峯地すべり　（癒溝村大字相の墨地内）

　石鑛禽火霞礁類（主として安山岩質の熔岩・集塊岩）の

糊辺拠は鷺波川変成岩類を基盤として中新瞳の堆積麟が

分布すゐ。この分布地域に韓第三紀腰地すべり（相の峯墾

段・上畑野川その織）が散雀する．砂岩・シルト岩・泥

講曲礫嶽などからなぢ，地すべ瞬霊泥碧ないしシル1・岩

からなる地帯に発生してい襲。地すべりは基盤の三波川

変成岩類の毒韓造その盤1とシ蒙無関係のようでありき主と礼ノ

8一（灘〉
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て岩質に支醍されて第三紀麟内に発生している．その滑

勤状況は微弱である．欄の薮は地すべ崩頚積約鍍織で

あ靱そのほとんどが耕地とな！），住宅鍵戸を含んで

い罫，現在その一藩とくに繭側ぜ）都分が顕著に第三紀麟

醗な地麹く｝を行なつてい属〉．対策鳳しては大型の砂防

ダムが築かれ，象た水抜工法が施響されでい葛、、砂防ダ

ムは地すべりを促進す葛沢の縫食を防ぐ鳶瞭でこ玉では

大懸撫効力を発している。

馨．地寧べ騨鞭激地剰灘，雌蹴運動などの特徴

　覇．寮　地寧颪鯵溝撫の撃蓼稀

　地すべりの発達してい恐と瓢ろでは，林地は少なく，

水霞・畑地・草地と7七£っている、沖積平鍵似外に分布す

恐耕地は，その隊とんどすべてが新照の別はあ響が地す

べこり声慰といげ、1）て，よい　 そ芙瓦声ぎれ、の誘趨寧岬／くり鵜wひいてのず鵡

たように無この地域iの地すべり地はその憩～欝鬼睾　と

て嚢○、％が轡麺嵐とな雛きしかもその大蕪慕分は水、懸

である．地すべ！1）地は地形・地域酌特微などによつて，売

主として雌曵繊化されて▽・る叢齢禽と畑地化されてヤ、恐場

禽とがある，徳島県の祖谷地方は主とし．て畑地化審れて

いる例であ韓，鉱の．ヒ浮穴地方は主ともて水照化懸れて

いる例である．この鼻1うに多数の地すべり地が分布し，

そ馨陰う輝群憲イヒさオミ、《い蝉’＿とは，このような山1臨続難禽

に人欝を栄警淑せて　る原麟であ恐、、煮れらの地すべ肇

雄三帯一一一…笈鑑熟三でも欝i三分約凱溺動してい蕊ような♪ぬ帯で’も

かなり聯油数の毒瑛が1髪食零荘する、，

鯵一一（曇㌘s）
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　叢．慧　簸すべ響の幾形および運勲の特徽

　地すべりは岩質飢地質構遣・規摸などに支鵜され，ま

た羅豊独であるか襖喬・しているかに、柔ひて『その1地形！こはそ

れぞれの特餐敬がある，、地すべり地韓ぎ磁‘’）地帯と懸1こ分ぶ酒・

るが，騰マ）！寛稲謎塗では崖鋳難・鑑の軽縮責薩勿に覆わ浮働・ることが

多い，、一般に夢破砕帯地すべ塾では第鷺紀麟地すべりほ

ど地すべり帯～二非重題すべ絵地の区分が明確砕でない砦1頴）

瓢とは宰地すべり衝積の算定を鞭難にしている，、破砕帯

地すべりは婁地．すべり夢γ方i灘が・地1轡のヅ洲態夢i司瞬経・二破砕

帯の方陶煮二ほ賠晶致する場合1“、t，総体的な沈下滑動の

結果として帯状を呈するのが基本形態であ添、中黒岩・

択諺斐などのゴ磁すハ斐りが謎をの例である、，沢渡蝿三す・へ購）は箋

不鋤帯を挾んで複合地すべりの様相を墨するが，それぞ

れの滑動帯はほ黛帯状に発達している。蕨た最下部は扇

状に拡がつて爵1剛llに押し出しズい篭）。地すべ！）の方絢

が地麟・破砕帯の方向と嶽ぼ直交する場含には，地すべり

緯一繕霧）



愛媛県上浮穴地方の地すべ！）調査（、翼藤武・黒瞬酵ノ・岡籔交）
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愛媛県上浮穴地方の地すべ鱗調査（安藤裁・黒懸瀬男・岡嚢1文）
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驚馨薦 戦籔すべ　り

地諭総体的な沈下が麟立って，地すべり地は小盆地状を

呈する。大谷・仕出などの地すべ！／がその例である。ま

た，著しい地すべ参運動を行なつてい鵜ものはかなり多

くの滋礁p亀裂などを生じ，全般的により複雑な地形を

呈すぞ）紅至つている、渡の川地すべりがその例であ蕎，，

地すべりの運動一地すべり¢）沈下・滑動など一…は

地形に現われているが穿破醐舞地すべりの動きは一般に

緩慢であることが多い．大規模かつ急激鱒滑動するよう

な例は少なく，縫とんどが地すべり地内の局部的な動懸

の断続である、、また，沈下滑動した地すべり地帯の麟辺

は崖錐性の堆積物ξこ覆われていることがあり，このよ養

な部分は豪爾時などに崩勲、落ちる。すなわち，地すべり

性崩壊を起燕す恐れがあ蕎のではないかと思われ〉、姻

なものが少なくない、，

地すべり地住渓湛藤え〆被害のうちで，往爆瓢対する

被害は割禽に少ない．また一般的に，耕地に対する被害

は第葺紀層地すべりより少ない。しかU，道路に与え鵜

被害は…一道麟が谷岸を通る鉱とが多いため一一思いの

ほか多いことが注馨される。とくに，道賂の部分的な沈

下，箸しい場禽硫は沈下と同時に滑動している。、また諏

雨の銀きには崩潅．が道路に堆積Uでこ．れを選断してい）

樵とが勢い．破砕帯の嚢石が腐食された部分，とくに粘

土化毒浜、た部分が塑性変形を讐なうこと轍よつて織すべ

瞬運動が趨こされてい恐．なお鵯れらの運動の連続によ

つて生じた自然状態賦）変化轍伴なって，山崩れ韓地すべ

り性崩壌などといわれ愚翼象を伴なつている。

　　　　　　　　　　　（軽，獅3験壌照調査〉
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